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お待たせいたしました。
バナナニュースが全面リニューアル！
これからは隔月発行となり、バナナ園
グループの取組み、認知症や介護の
情報等、さらに充実した内容でお届け
してまいります。
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　今年度から新たにスタートしたシニアパーソナルトレーニング。
名付けて「バナトレ」。パーソナルトレーナーの加藤拓

ひろ
さんにお話を伺い

ました。

　日本は世界トップの高齢化社会であり、今後さらに平均寿命は延びて
いきます。日常生活の動作や歩くことなど、自立して過ごせる期間を延
ばすことや、少しでも取り戻すことで、喜びのある日々を感じてほしい
ですよね。加齢に伴う体力の衰えや筋力低下を抑制していくために、適度
な運動を取り入れることが注目されていますが、高齢者ゆえに負荷のか
け方を誤ると怪我のリスクも高くなります。

　今回、バナナ園グループでの高齢者向けのパーソナルトレーニングでは、骨格や関節、筋肉の動きや血流といった身体にまつわる 
運動を力学的に捉え、専門的なカリキュラムを考案しました。具体的には足先の機能改善を目標に、足の指先の体操からスタートする
ことにし、そこから各関節の動きに繋げ、膝関節、股関節、肩関節、の順で、心臓の一番遠いところから温めていく行程で進めていき
ます。そうすることによって、体全体の連動性が高まるため、手足の動きや、足腰の動きが変化を感じやすくなるのです。私が考案し
たメニューでは、ペットボトルやゴム製のチューブを使いながら、ちょっとした低負荷をかけて筋肉の刺激を感じつつ、頭から伝える
神経の流れを鍛えていきます。

　なお、私がバナナ園グループ様の各事業所を定期的に訪問するトレーニングは週一回です。そのため、次の訪問までの間は、バナナ
園グループの職員の皆さんが行う介護の動きの中に少しずつ取り入れることによって、自然と介護＋トレーニングとなりますし、一人
ひとりにあわせた流れができると考えています。「継続は力なり」。入居者様の方の動きに変化が感じられれば、ちょっと強度を高めて
いくような流れで、狭くなってしまっている可動域を少しでも本来の幅まで戻していけるよう、引き続きメニューを考えていければと
思っています。その結果、自分でできることが増えることに繋がっていきますので、これからもバナナ園グループの皆さんと同じ考え
方を持って一緒に進めていければという点が最大のポイントになります。今後ともよろしくお願いします。

パーソナルトレーナー
加藤拓

ひろ
さん

’93 年 4月16日生まれ、山形
県出身。三人兄弟の末っ子。
小中は兄の影響で相撲部へ。
高校時代は 3年間柔道部に所
属。その後、大学で経済学部
を学び不動産業界へ。25歳の
時、もっと世の中の人の為に
出来ることはないかと考え始
め、パーソナルトレーナーと
なる。現在トレーナー歴5年。

▲ペットボトルをダンベル替わりに ▲日常生活に取り入れやすい簡単な
動作で楽しく動かす習慣を

▲バンドを使って胸を開き、肩甲骨
を寄せる動きへ繋げる

「バ ナトレ」開始！
シニアパーソナルトレーニング

▲トレーニングの様子

★バナナ園グループでは、健康経営の一貫として職員に向けたパーソナルトレーニングも行なってまいります。
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　３月 28 日（月）、「令和３年度 バナナ甲子園」がオンラインで開催されました。
　バナナ園グループ 10 事業所が集い、今年度年初より事業所が１年間の目標として
掲げていた想いや取組みの集大成としてまとめ、発表しました。いずれの事業所もすば
らしく甲乙つけがたい内容でした。今号は、特に優秀と賞された事業所と代表の方々の
コメントをご紹介します。

令和
３年度

■理事長賞　横浜山手   管理者　江藤節子さん
　横浜山手のコンセプトは『心安らぐ疑似家族』です。
　入居者様の笑顔がひとつでも多く見られるよう、チーム一丸
となり個別ケアを実施しています。職員の間においては、風通
しの良い職場性を心掛け、何事においても諦めず、常に情報共
有し、お互いを想い合っている団結力のある素晴らしいチーム
です。受賞は目標を持って諦めず信じ続け、連携を取りながら

チームケアを行なった結果だと思います。チーム全員の力です。ユニットリーダーが中心と
なり、管理者不在時も安心して任せられる、職員全員が信頼できるチームです。更に団結力
を深め、温かい事業所作りを心掛け成長し続けたいと思っています。

ユニットリーダー　高橋真美さん（発表）
　「発表」「内容」「資料」のすべての項目がトップクラスの成績で、一番名誉である理事長賞を受賞でき、
チーム一同大変喜んでいます。「入居者様にたくさん笑顔になっていただきたい」。そのため、入居者様の
気持ちをどうしたら汲み取ることができるのかを日々考え、働きかけることを心がけています。「ひもとき
シート」を活用し、バナナ甲子園に参加することで新たな発見がありました。ノウハウや積み重ねてきた
知識や知恵に感謝です。そういった意味では、今回の横浜山手の取り組みを、他の事業所の方々に伝える
ことができたことも良かったと思っています。

鈴木昭仁さん（資料作成）
　以前、営業の仕事をしており、提案書などの資料作りに慣れていたため、経験が生かせました。最初に
ユニットリーダーから方向性の話を聞き、まずは私が内容をまとめ、チームで意見を持ち寄り、確認しなが
ら丁寧に作りあげていきました。発表内容にチームのみんながうなずいていたので、「みんな同じように思っ
ていたんだなぁ」と知れたことが印象的でした。横浜山手は信頼関係とチームワークが良い事業所です。
入居者様は自由が利かなくなっていくことでストレスも溜まってきますので、これからも自分たちのケアの
努力で介護度の上昇を抑えていきます。

バ ナ ナ 甲 子 園
開 催 さ れ る！

令令和和３３年年度度「「バナナ甲子園」 バナナ園横浜山手甲甲甲甲 」 バナナ園横浜山手バナナ園横浜山手バナナ園横浜山手バナナ園横浜山手バナナ園横浜山手

１００歳まで元気で長生き
◆家族・職員の願い
・ご入居当時のように皆様と仲良くお喋りし、穏やかで他人に優しい心配りをされ、趣味の
塗り絵、合唱、体操も楽しまれ、明るい笑顔をフロアに振りまかれていたＳ様に戻って
いただきたいという願いを込めて、スローガンを「１００歳まで元気で長生き！！」とした。
◆元気になっていただくために、何ができるのか？
・日中：皆様と一緒に行えるアクティビティを増やす事。ＡＤＬの維持と強化を目指した。
・夜間：以前は良眠だったが、トイレ回数・時間が増え、不眠となったため、その解消法を

職員で考えた。

◆２０２２年３月現在のＳ様の姿とは・・・
～中略～

・皆様と一緒に生活していく楽しみを実施されているのではないかと思われる。常に職員と係ること
で毎日活発にアクティビティをこなされている。自律した行動、笑顔で挨拶、良眠、元気になった。

◆２０２２年３月現在のＳ様の姿とは・・・

まとめ
一時的に身体機能の衰え、感情の落ち込みにより、不安定な精神状態になり、不安と不満・
不眠・焦り・哀しみ等の負の感情が勝ってしまい、生きる活力が失われてしまっても、
一時的に身体機能の衰え、感情の落ち込みにより、不安定な精神状態になり、不安と不満・
不眠・焦り・哀しみ等の負の感情が勝ってしまい、生きる活力が失われてしまっても、介護不眠・焦り・哀しみ等の負の感情が勝ってしまい、生きる活力が失われてしまっても、
（ケア）を諦めず、きっともっと良くなると信じ続けることが大切だと、
不眠・焦り・哀しみ等の負の感情が勝ってしまい、生きる活力が失われてしまっても、不眠・焦り・哀しみ等の負の感情が勝ってしまい、生きる活力が失われてしまっても、介護

、きっともっと良くなると信じ続けることが大切だと、職員皆が共感した。

まとめ

▲発表の内容

バナナ園グループで

介護のお仕事
はじめませんか？

株式会社アイ・ディ・エス  採用担当

TEL:044-455-6117　
E-mail:saiyou@bananaen.com

私たちと一緒に喜びを分かち合いましょう
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ほりうち家

のんびりーす

川崎大師

第２バナナ園

のんびりーす等々力

〈バナナ園グループ〉

　年に１回、それぞれの事業所の職員たち
が生み出す知恵や行動を共有し合うことで、
お互いをリスペクトし、事業所を越えて一
体感を強め、バナナ園グループとしての夢
や誇り、そして個人と組織の成長を促して
いく一大イベントです。１年間の集大成で
あり、誠実で質の高いより進化した介護
サービスを提供し続けるきっかけの場とし
て開催しています。

バナナ甲子園とは

★介護に関するお問い合わせ、施設入居の見学等、随時受け付けております。 044 - 455 - 6119専用ダイヤルお気軽に
お問合せください


